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令和生まれのサツマイモ新品種（農研機構育成）
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８月に収穫してもねっとり甘い新品種「あまはづき」

抜群の甘さ、“貯蔵”しなくてもねっとり甘い焼き芋
品種登録出願番号:「第35402号」(2021年4月20日出願、2021年8月5日出願公表)



でん粉 ショ糖等

でん粉 ショ糖等

糊化でん粉 ショ糖等

麦芽糖

収穫した生イモ

貯蔵した生イモ

加熱調理したイモ

 でん粉とショ糖等の
遊離糖を含む。

 糖は少ない。

 でん粉の一部が
ショ糖等に分解する。

 糖が増えてくる。

 糊化したでん粉を糖化酵
素(β-ｱﾐﾗｰｾﾞ)が分解して、
麦芽糖（マルトース）を
生成する。

 糖が増えて甘味が増す。

β-ｱﾐﾗｰｾﾞ

 生イモのでん粉含量
 貯蔵期間・条件
 でん粉の糊化温度
 β-アミラーゼの活性

糖含量（甘味）

冬の焼き芋が甘くなる仕組み

失活温度は
品種間差があるが
70℃前後



糖度（Brix（％））の品種間差

早掘り栽培で８月下旬に収穫した蒸し芋の糖度の品種間比較
（6か年平均値、2015年～2020年；9月上旬に測定）

－＞少ない貯蔵期間でも糖化が進みやすい。

糖度計で測定



でん粉糊化開始温度の品種間差

－＞同じ調理時間でもより効率よく糖化がすすむ。より甘く、ネットリに。
（※電子レンジなどによる短時間調理も可能。）

ラピッドビスコアナライザー
による測定

原図：片山健二（2019）
化学と教育67(7):318-319.

「あまはづき」の場合



あまはづき

原図：農家が教えるジャガイモ、サツマイモ
つくり、農文協、東京、P.16 （吉永優）

「あまはづき」の利用可能性

あまはづきべにはるか

8月収穫し、3日後の蒸しいも断面

収穫直後の8月から、ねっとり甘く、おいしい
焼き芋を作ることができます。産地直送や芋掘り
イベントなど掘りたてのサツマイモを賞味するの
にも適しています。



菅・八塚（2021）いも類振興情報 147. 27-30.

高度サツマイモネコブセンチュウ抵抗性

ベニアズマあまはづき

あまはづき作付け後 慣行防除体系無防除

ベニアズマ ベニアズマ ベニアズマ

「あまはづき」の栽培特性

育成地（茨城県）における収量
（2015年～2020年）

(kg/a)



あまはづき

8月 9月 10月 11月

品種A

品種B

品種C

早掘り栽培で収穫作業を分散

「あまはづき」の展開と可能性について

・夏～秋の産直・生鮮野菜出荷モデル（貯蔵しないサツマイモ）
・工場へ直送して加工（ ex).冷やし焼き芋 etc.）
・切り苗販売～家庭菜園・芋掘りイベント用
・早堀り・早出し作型としての定着に期待。
・貯蔵性は悪いので、「べにはるか」の搬出時期とは棲み分け。

あまはづき

品種A 品種B

ネコブセンチュウ高度抵抗性を活かした
品種間ローテーションによる作付体系



繊維が少なく雪のような口どけ

冷涼地でも収量がとれるホクホク新品種「ゆきこまち」

品種登録出願番号:「第35403号」(2021年4月20日出願、2021年11月24日出願公表)



サツマイモの生産
について



黒ボク土の分布する面積は国土
の31%程度であり、農耕地では
畑（普通畑、牧草地、樹園地）
として広く利用されている。

わが国の畑の約47％は黒ボク土
が分布している。しかし、世界
的には黒ボク土は稀少であり、
その分布は全陸域の1％未満に
すぎない。

黒ボク土

https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/explain/D.html



（左：1991年～2000年、右：2010年～2020年）
※農研機構メッシュ気象データ、作図は北海道農研小南グループ長より。

北海道の6月～10月上旬の積算温度





低地温耐性系統の選抜

低地温耐性の遺伝資源の判定結果

藏之内ら、育種学研究23：49－56（2021）
図 低地温耐性系統の道内での収量性

n=381



北海道（芽室町）における収量
（2018年～2021年；マルチ標準栽培）

育成地（茨城県）における収量
（2018年～2020年）

マルチ標準栽培

マルチ早掘栽培

北海道農研芽室研究拠点 石黒主席研究員より

冷涼地でも多収で品質も良い新品種「ゆきこまち」

繊維が少なく、雪のようなくちどけ



ゆきこまちベニアズマ べにはるか

ゆきこまち

食感はやや粉質のホクホク系であり、
繊維質が少なく上品な舌触りで、
雪のようなくちどけです。

黒変も少ないため、加工用にも適しています。
家庭では、天ぷらやスイートポテトなど
調理やお菓子作りに向いています。

「ゆきこまち」の利用可能性

原図：農家が教えるジャガイモ、サツマイモ
つくり、農文協、東京、P.16 （吉永優）
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参照：「いも・でん粉に関する資料」農林水産省農産局地域作物課



形状、貯蔵性、加工適性が優れる「関東154号」

ベニアズマ 関東154号

条溝が
少なく、
形状揃
いが良
い。

貯蔵性が良い。

加工適性に優れる粉質の良食味

「いもようかん」 「大学芋」

ベニアズマの後継品種になりうることを期待



「いも・でん粉に関する資料」農林水産省農産局地域作物課より。
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